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委員によるクロストーク

　

５
月
14
日
（
金
）
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）

推
進
委
員
会
の
報
告
会
が
問
屋
町

会
館
２
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。
今
回
の
報
告
会
は
、
当
組
合

初
の
試
み
と
し
て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
行
わ
れ

た
。

　

組
合
で
は
、
世
界
的
な
優
先
課

題
や
あ
る
べ
き
姿
を
定
め
た
世
界

共
通
の
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
む
に
あ
た
り
、
昨
年
度
に

推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
組
合

員
に
加
え
外
部
有
識
者
を
交
え
て

検
討
を
重
ね
て
き
た
。
委
員
会
で

は
組
合
の
今
後
の
推
進
方
策
等
を

取
り
ま
と
め
、
今
回
、
そ
の
成
果

普
及
を
図
る
た
め
の
報
告
会
を
開

催
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
組
合
の
西
理
事

長
が
別
会
場
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

挨
拶
を
実
施
。
そ
の
後
、
委
員
会

の
委
員
長
を
務
め
た
青
森
大
学
の

櫛
引
教
授
が
、「
青
森
的
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
に
向
け
て
地
元
と
ど
う
関
連

づ
け
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
て
い

く
べ
き
か
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー

で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
先
進
的
に
取
り

組
む
組
合
員
の
生
活
協
同
組
合
コ

ー
プ
あ
お
も
り
の
菅
原
専
務
が
、

同
生
協
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
り
組
み
内

容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

次
に
、
組
合
の
小
田
切
業
務
部

長
が
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
た
報

告
書
に
基
づ
き
、
組
合
事
業
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
。

ま
た
、
組
合
の
今
後
の
取
り
組
み

内
容
と
し
て
①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
分
類

す
る
「
組
合
事
業
の
見
え
る
化
」

②
第
二
問
屋
町
共
同
倉
庫
壁
面
へ

の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
看
板
新
設
」
③
問

屋
町
交
流
ス
ト
ア
で
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
バ
ッ
ジ
販
売
」
の
３
つ
を
挙
げ

た
。
ま
た
、
組
合
員
に
対
す
る
働

き
か
け
と
し
て
①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
、
問
屋
町
会
館
の
ホ
ー
ル
や

事
務
所
、
ト
イ
レ
、
備
品
等
に
ナ

ノ
ゾ
ー
ン
コ
ー
ト
を
施
工
し
た
。

　

ナ
ノ
ゾ
ー
ン
コ
ー
ト
と
は
、
２

ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
酸
化
チ
タ
ン
を
使

っ
た
光
触
媒
の
防
汚
・
消
臭
・
抗

菌
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
こ
と
。
酸
化

チ
タ
ン
は
紫
外
線
を
受
け
る
と
菌

や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
水
と
二
酸
化

炭
素
に
分
解
す
る
。
持
続
性
が
あ

る
た
め
、
一
度
の
塗
布
で
長
期
間

消
臭
・
除
菌
効
果
が
持
続
す
る
。

　

問
屋
町
会
館
の
ホ
ー
ル
や
備
品

等
の
消
毒
作
業
は
職
員
が
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
が
、
使
用
頻
度

が
高
い
と
こ
ろ
は
作
業
が
追
い
付

い
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
今

回
の
ナ
ノ
ゾ
ー
ン
コ
ー
ト
の
施
工

で
、
よ
り
安
心
し
て
問
屋
町
会
館

を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

西理事長が別会場からオンラインで挨拶

ナノゾーンコート吹付作業の様子

識
し
た
情
報
発
信
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
す
る
情
報
発
信
③
「
問
屋
町
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」
企
業
の
募
集
を
実

施
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。　

　

そ
の
後
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
委

員
に
よ
る
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
た
。
各
委
員
は
櫛
引
委
員
長
の

進
行
の
も
と
、
委
員
会
に
参
加
し

て
の
感
想
を
述
べ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
に
関
し
て
組
合
に
望
む
こ
と

に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、
委
員
会

の
副
委
員
長
を
務
め
た
和
田
ゴ
ム

販
売
㈱
の
和
田
社
長
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
対
義
語
は
無
関
心
だ
と
思
う
。

ま
ず
は
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
働
き
か
け
、
そ
の
後
、
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
ば
よ
い
の
で
は

な
い
か
」
と
答
え
た
。

　

最
後
に
櫛
引
委
員
長
が
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
話
し
合
う
（
関
心

を
持
つ
）
こ
と
が
環
境
破
壊
や
貧

困
拡
大
な
ど
を
抑
制
し
、
地
球
・

環
境
・
地
域
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
り

良
い
未
来
に
つ
な
が
る
」
と
ま
と

め
た
。

　

組
合
で
は
、
２
０
２
１
年
度
を

青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
元
年
と
位
置
づ
け
、
組
合
員
や

関
係
団
体
へ
の
情
報
発
信
や
普
及

啓
発
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
理
解
促
進
を

図
り
、
地
域
企
業
を
巻
き
込
み
な

が
ら
地
域
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問屋町は持続可能な開発⽬標
（SDGs）を⽀援しています
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Ｓ
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ＳＤＧｓアイコン案内書サンプル

リサイクル回収実績（２００１年～２０２０年）

問屋町内交通事故発生箇所

交通事故発生時期

　

２
０
２
１
年
度
第
１
回
理
事
会

が
４
月
26
日
（
月
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
２
０
２

０
年
度
塵
芥
収
集
及
び
紙
類
リ
サ

イ
ク
ル
等
の
回
収
実
績
な
ど
を
報

告
し
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
組
合
員
の
組
織
変
更
に

伴
う
出
資
金
等
の
承
継
に
つ
い
て

案
件
二
．
第
54
回
通
常
総
会
の
開

催
方
法
及
び
提
出
案
件
に
つ
い
て

　

問
屋
町
内
の
２
０
２
０
年
度
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
率
（
総
排
出

量
に
占
め
る
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
量
合
計
の
割
合
）
が
64
・
０
％

を
記
録
し
、
例
年
同
様
高
い
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
維
持
し
た
。

　

青
森
県
の
２
０
１
９
年
度
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
14
・
３
％
で
全
国

44
位
と
低
い
順
位
と
な
っ
て
い
る

が
、
問
屋
町
で
は
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
６
割
以
上
の
ご
み
を
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
て
い
る
。
組
合
で

は
今
後
も
、
組
合
員
の
事
業
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
本
県
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
向
上
に
貢
献
す
る
べ
く
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

案
件
三
．
青
森
県
立
美
術
館
の
音

楽
事
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
卸

セ
ン
タ
ー
㈱
の
第
１
回
取
締
役
会

及
び
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
の
第
１

回
取
締
役
会
も
開
か
れ
、
審
議
の

結
果
、
提
出
案
件
全
て
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
交
通
事

故
実
態
調
査
の
２
０
２
０
年
度
調

査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

１
４
２
社
か
ら
回
答
を
得
た
調

査
の
結
果
、
無
事
故
（
加
害
事
故

ゼ
ロ
）
会
員
は
１
１
６
社
、
81
・

７
％
と
な
り
、
前
年
度
を
２
・

３
％
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
加

害
事
故
件
数
は
66
件
で
、
前
年
度

比
11
件
増
加
、
被
害
事
故
に
関
し

て
も
25
件
と
、
前
年
度
か
ら
３
件

増
え
た
。

　

加
害
事
故
発
生
要
因
に
つ
い
て

は
「
前
方
不
注
意
」
及
び
「
後
方

不
注
意
」
が
共
に
20
件
で
、
２
つ

の
要
因
を
合
わ
せ
て
全
体
の
６
割

を
占
め
た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年

度
は
青
森
市
の
降
雪
量
が
多
か
っ

た
影
響
で
、
ス
リ
ッ
プ
を
要
因
と

し
た
事
故
が
15
件
も
発
生
し
、
前

年
度
に
比
べ
て
約
２
倍
に
増
加
す

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

事
故
発
生
時
期
に
つ
い
て
の
調

査
で
は
、
12
月
か
ら
３
月
の
４
ヵ

月
間
に
加
害
・
被
害
合
わ
せ
て
52

件
の
事
故
が
発
生
し
、
事
故
全
体

の
約
６
割
が
冬
期
間
に
集
中
。
特

に
２
月
の
事
故
発
生
率
は
全
体
の

２
割
以
上
を
占
め
、
前
年
度
を
大

　

１
面
で
も
既
報
の
と
お
り
、
組

合
で
は
２
０
２
１
年
度
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
元
年
と
位
置
づ
け
、
組
合
員
に

対
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

同
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

５
月
か
ら
組
合
が
発
信
す
る
案
内

書
等
に
そ
の
案
内
書
の
内
容
に
関

連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
の
ゴ
ー
ル
の

ア
イ
コ
ン
を
掲
示
し
て
い
る
。
組

合
員
に
は
、
案
内
書
の
ア
イ
コ
ン

を
見
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
を
高

め
て
ほ
し
い
。

き
く
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
活
か
し
、

問
屋
町
内
の
交
通
事
故
撲
滅
に
向

け
て
安
全
運
転
啓
蒙
活
動
を
続

け
、
来
年
６
月
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ

９
千
日
達
成
を
目
指
す
。

第 610 号 ⑵ 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 2021年5月号

第第
5454
回
通
常
総
会
の
開
催
方
法
や

回
通
常
総
会
の
開
催
方
法
や

提
出
案
件

提
出
案
件
な　な　

　

ど

　

ど

承承
認認

第
１
回
理
事
会

第
１
回
理
事
会

２
０
２
０
年
度
は
事
故
増
加

２
０
２
０
年
度
は
事
故
増
加

交
通
事
故
実
態
調
査

交
通
事
故
実
態
調
査

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
イ
コ
ン
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
イ
コ
ン
を

案
内
書
に
表
示

案
内
書
に
表
示

２
０
２
０
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
実
績

２
０
２
０
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
実
績



財務省東北財務局
青森財務事務所 所長
田中　賢次 氏

４
月

８
日
▽
第
１
回
問
屋
町
合
同
清
掃

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　

▽
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

第
１
回
役
員
会

16
日
▽
第
１
回
三
役
会

22
日
▽
監
査
会

26
日
▽
第
１
回
理
事
会

　
　

▽
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
１
回
取

締
役
会

　
　

▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
１

回
取
締
役
会

受
診
内
容

①
法
定
一
般
定
期
健
康
診
断

②
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

　
（
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
査
）

③
採
血
に
よ
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
状

況
に
よ
り
、
集
団
健
康
診
断
の

実
施
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
財

務
事
務
所
の
田
中
所
長
に
よ
る

経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　

前
回
は
、
私
の
前
任
官
署
で

あ
る
金
融
庁
証
券
取
引
等
監
視

委
員
会
（
以
下
、
監
視
委
）
に

つ
い
て
、
活
動
内
容
を
中
心
に

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

本
稿
で
は
、
読
者
の
皆
様
に
是

非
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
、
証

券
取
引
に
関
す
る
基
礎
知
識
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
カ
ン
ト
店
「
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
」
親
会
社
の
前
社
長

が
同
社
の
資
本
提
携
に
関
し
、

利
益
を
得
さ
せ
る
目
的
で
公
表

前
に
知
人
に
株
式
購
入
を
勧
め

て
い
た
疑
い
が
あ
り
、
監
視
委

等
が
調
査
を
行
い
、
昨
年
12
月

に
東
京
地
検
特
捜
部
に
逮
捕
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
本

稿
で
は
、
本
事
件
の
詳
細
で
は
な

く
、
本
事
案
で
問
題
と
さ
れ
た
行

為
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

監
視
委
の
主
要
な
業
務
の
一
つ

が
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
係
る
調

査
で
あ
る
こ
と
は
、
前
号
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
と
は
、
簡
潔
に

言
え
ば
、
あ
る
上

場
会
社
の
未
公
表

の
重
要
事
実
等
を

会
社
関
係
者
等
が

公
表
前
に
知
り
、

当
該
会
社
の
株
式

を
売
買
す
る
こ
と

を
言
い
ま
す
。
冒

頭
で
紹
介
し
た
事

例
で
は
、
重
要
事
実
を
知
っ
た
会

社
関
係
者
等
が
必
ず
し
も
自
ら
売

買
し
て
い
な
く
と
も
、
法
令
に
抵

触
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
少
し
専
門
的
に
な
り
ま
す

が
、
法
令
で
禁
じ
て
い
る
の
は
、

情
報
伝
達
、
取
引
推
奨
行
為
で

す
。
未
公
表
の
重
要
事
実
等
を
会

社
関
係
者
等
が
利
益
を
得
さ
せ
る

又
は
損
失
を
回
避
す
る
目
的
で
情

報
を
伝
達
又
は
取
引
を
推
奨
す
る

こ
と
に
よ
り
、
伝
達
さ
れ
た
も
し

く
は
推
奨
さ
れ
た
者
が
当
該
会
社

の
株
式
を
公
表
前
に
売
買
し
た
場

合
、
情
報
伝
達
、
取
引
推
奨
行
為

を
行
っ
た
者
は
仮
に
自
ら
売
買
し

て
い
な
く
て
も
法
令
違
反
に
な
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
規
制
は
平

成
26
年
４
月
に
導

入
さ
れ
、
近
年
、

課
徴
金
勧
告
や
告

発
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
後
を
絶
た
な
い

状
況
で
す
。
以
前

お
世
話
に
な
っ
た

方
へ
の
御
礼
や
恩

返
し
の
た
め
、
儲
け
て
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
と
い
っ
た
軽
い
気
持
ち

で
、
重
要
事
実
等
に
当
た
ら
な
い

と
思
っ
て
行
っ
た
情
報
提
供
が
取

引
推
奨
行
為
違
反
に
問
わ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
情
報
伝
達
、
取
引
推
奨
行
為

違
反
の
要
件
と
し
て
、
利
益
を
得

さ
せ
る
又
は
損
失
を
回
避
す
る
目

的
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
の
で
、

す
べ
て
の
情
報
伝
達
、
取
引
推

奨
行
為
が
法
令
に
違
反
し
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
重
要

事
実
等
に
接
す
る
可
能
性
が
あ

る
方
は
是
非
覚
え
て
お
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
青
森
財
務
事
務

所
長
と
し
て
大
学
生
を
対
象
に

金
融
経
済
教
育
の
講
義
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
が
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
こ
で
将
来
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
自
ら
考
え
て
も
ら
い
、

将
来
に
わ
た
る
資
産
形
成
の
重

要
性
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
株
式
を
含
め
、
有

価
証
券
の
売
買
は
資
産
形
成
を

行
う
上
で
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
紙
面
の
関
係
で
今
回
の

寄
稿
で
は
資
産
形
成
に
つ
い
て

の
お
話
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
株

式
取
引
等
の
資
産
形
成
に
つ
い

て
も
是
非
ご
検
討
い
た
だ
け
ま

し
た
ら
幸
い
で
す
。

（
完
）

昨年度の健康診断の様子

２０２１年度　問屋町会館開催　健康診断日程

開催日時 実施団体

第１回

集団健康診断

　６月　８日（火）　　８：３０

　　　　９日（水）　　　～

　　　１０日（木）　１４：３０

（一社）青森地区

　　　　労働基準協会

（一財）全日本労働福祉協会

　　　　青森県支部

問屋町地区

健康診断

　６月２２日（火）　　８：３０

　７月　５日（月）　　　～

　８月　４日（水）　１１：００

〃

第２回

集団健康診断

１０月１２日（火）　　８：００

　　　１３日（水）　　　
～

　　　１４日（木）　

　　　１５日（金）　１２：００

（公財）青森県総合

　　　　健診センター

※協会けんぽの生活習慣病予防健診を受診できるのは下記の日程

　のみとなります

　６月８日（火）、７月５日（月）、８月４日（水）、１０月１２日（火）

2021年5月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 610 号 ⑶

経
済
雑
感

財
務
省
東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所

所
長　

田
中　

賢
次

第
一
一
五
回



あなたの街の

ゆうネットホール大野 ゆうネットホール平川青森・弘前・黒石・五所川原
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㈱青森新生活互助会
代表取締役社長

山道 雄也  氏

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
組
む
に
つ
い
て

は
、
当
初
は
敷
居
を
高
く
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
組
合
員
委
員
の
先

進
的
取
組
み
事
例
を
理
解
す
る
に

つ
れ「
青
森
問
屋
町
的
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
結
実
で
き
ま
し
た

▼
お
陰
様
で
身
の
丈
に
合
っ
た
、
ち
ょ
っ

と
良
い
報
告
書
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
櫛
引
委
員
長
は
じ
め
委
員
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
▼
転
話

題
。
先
号
に
続
き
感
染
免
疫
学
者
・
藤
田

紘
一
郎（
東
京
医
科
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）

の
『
感
染
症
と
免
疫
力
』
で
す
▼
藤
田
先

生
は
問
い
ま
す
「
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

て
も
無
症
状
の
人
の
多
い
理
由
を
考
え
て

欲
し
い
」
と
。
そ
の
答
え
は
「
自
然
免
疫

が
高
く
保
た
れ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
」
と

▼
で
は
「
人
の
免
疫
力
の
７
割
を
つ
く
る

腸
内
細
菌
を
元
気
に
す
れ
ば
免
疫
力
が
高

ま
る
」
と
い
う
藤
田
メ
ソ
ッ
ド
７
つ
の
方

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
▼
❶
腸
内
細
菌
の

エ
サ
の
植
物
性
食
品
を
と
る
▽
多
様
性

豊
か
な
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
が
築
け
る
❷
発

酵
食
品
を
食
べ
る
▽
発
酵
食
品
は
腸
内

細
菌
の
エ
サ
が
豊
富
。
特
に
日
本
人
の
腸

に
は
、
味
噌
・
醤
油
・
漬
物
な
ど
日
本
古

来
の
発
酵
食
品
が
な
じ
む
❸
食
物
繊
維
・

オ
リ
ゴ
糖
を
と
る
▽
オ
リ
ゴ
糖
は
善
玉

菌
の
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
の
よ
い
エ
サ
❹
加

工
食
品
・
食
品
添
加
物
食
品
を
避
け
る

▽
加
工
食
品
に
は
食
物
繊
維
が
含
ま
れ

ず
、
食
品
添
加
物
は
腸
内
細
菌
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
❺
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
▽

唾
液
と
一
緒
に
抗
酸
化
成
分
の
分
泌
が
促

進
さ
れ
る
❻
適
度
な
運
動
を
す
る
▽
運

動
不
足
は
、
腸
の
働
き
を
低
下
さ
せ
、
腸

内
細
菌
に
も
悪
影
響
と
な
る
❼
自
然
と

ふ
れ
あ
う
▽
腸
内
細
菌
の
大
半
は
土
壌

菌
の
仲
間
な
の
で
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
土

壌
菌
を
吸
い
込
む
こ
と
は
、
腸
内
細
菌
を

元
気
づ
け
る
▼
以
上
で
す
。（
藤
本
）

　

４
月
８
日
（
木
）、
今
年
度
１

回
目
の
問
屋
町
合
同
清
掃
が
行
わ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
組
合
員
及

び
近
隣
企
業
合
わ
せ
て
２
１
８
名

が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
雪
の
中
か
ら
現
れ
た
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
雪
で
折

れ
た
街
路
樹
の
枝
な
ど
が
大
量
に

回
収
さ
れ
た
。
今
回
の
清
掃
活
動

の
様
子
は
地
元
新
聞
や
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
じ
ら
れ
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

問
屋
町
合
同
清
掃
は
、
４
月
か

ら
10
月
ま
で
の
毎
月
第
２
木
曜
日
、

全
７
回
開
催
。
朝
８
時
か
ら
20
分

ほ
ど
、
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
を
実

施
し
て
い
る
。
活
動
は
２
０
０
２

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
今
年
で
20
年

目
を
迎
え
る
。
初
年
度
の
１
回
あ

た
り
の
平
均
参
加
者
数
は
47
名
で

あ
っ
た
が
、
近
年
は
毎
回
２
０
０

名
以
上
が
参
加
す
る
な
ど
、
19
年

間
で
延
べ
２
万
人
以
上
が
清
掃
活

動
に
協
力
し
た
。

　

落
ち
て
い
る
ご
み
の
総
量
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
９
月
や
10
月
実

施
時
に
は
、
参
加
者
か
ら
「
拾
う問屋町合同清掃

清掃の様子はメディアにも取り上げられる

ユアテックボランティア清掃

ご
み
が
な
か
っ
た
」
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
合
同
清
掃
を

通
じ
て
問
屋
町
の
美
化
意
識
の
高

揚
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
５
月
17
日
（
月
）
に
は

問
屋
町
南
側
に
位
置
す
る
㈱
ユ
ア

テ
ッ
ク
の
地
域
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
た
。
当
日
は
、
青
森
支
社
及
び

青
森
営
業
所
等
の
従
業
員
66
名
に

よ
り
、
同
社
周
辺
か
ら
問
屋
町
大

通
り
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

ご
み
拾
い
が
行
わ
れ
た
。

　

同
社
は
こ
の
ほ
か
、
組
合
で
実

施
し
て
い
る
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
の
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
お
り
、
問
屋
町
の
景
観

美
化
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。

　

今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、

今
年
１
月
に
社
長
に
就
任
し
た

㈱
青
森
新
生
活
互
助
会
の
山
道

社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
社
は
昭
和
43
年
１
月
に
青

森
市
で
創
業
。
地
元
の
葬
祭
業

者
が
集
結
し
、
結
婚
式
場
、
貸

衣
裳
業
、
美
容
師
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
冠
婚
葬
祭
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。
青
森
市
、
弘
前

市
、
黒
石
市
、
五
所
川
原
市
に

営
業
所
が
あ
り
、『
ゆ
う
ネ
ッ

ト
』
の
愛
称
で
津
軽
一
円
の
多

く
の
お
客
様
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　
「
当
社
は
国
の
許
可
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
経
済
産
業
大
臣

の
厳
し
い
審
査
を
受
け
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
加
入
者
か
ら
掛

金
を
お
預
か
り
し
、
役
務
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
の
が
ゆ
う
ネ
ッ

ト
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
最
近
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
や
喪
主
が
県
外
で
働
い
て
い
る

場
合
も
あ
り
、
小
規
模
で
行
う
葬

祭
が
増
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

が
葬
祭
で
拡
大
し
な
い
た
め
の
施

策
を
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後

ワ
ク
チ
ン
が
行
き

渡
り
今
よ
り
も
状

況
が
よ
く
な
れ

ば
、
少
し
ず
つ
一

般
葬
な
ど
も
戻
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
今
年
８
月
に
は
『
ゆ

う
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
平
川
』
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
30
人
か
ら
３
０
０

人
ま
で
収
容
で
き
、
小
さ
く
仕
切

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
家
族
葬
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。
施
行
も
サ

ー
ビ
ス
も
地
域
に
寄
り
添
い
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す
」と
ア
ピ
ー
ル
。

　

自
身
の
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

伺
う
と
「
今
後
は
４
ヵ
所
あ
る
営

業
所
を
も
っ
と
連
携
し
て
、
魅
力

的
で
選
ば
れ
る
会
社
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
と
き
ち

ん
と
寄
り
添
っ

て
、
確
実
な
施
行

を
行
う
こ
と
で
会

員
の
確
保
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と

力
強
い
。

　

問
屋
町
の
印
象
を
聞
く
と
「
初

め
は
会
社
ば
か
り
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
住
宅
地
も
近
く
に

あ
り
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
。
高

速
道
路
の
出
入
口
も
近
く
便
利
な

の
で
、
市
内
の
人
達
が
も
っ
と
行

き
や
す
い
地
域
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ

と
「
趣
味
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
で
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行

け
て
い
ま
せ
ん
が
、
シ
ニ
ア
の

チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
ま
す
。
息

子
も
バ
ス
ケ
を
や
っ
て
い
る
の

で
一
緒
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

健
康
面
で
は
、
食
べ
る
こ
と
が

好
き
で
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
の

で
、
食
生
活
を
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
。

　

好
き
な
言
葉
は
「
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
自
分
に
一
番
合
っ

て
い
る
と
思
う
の
は
、『
袖
振

り
合
う
も
多
生
の
縁
』
で
す
。

た
と
え
一
つ
の
小
さ
な
縁
で
も

大
切
に
し
な
さ
い
と
い
う
言
葉

で
す
が
、
少
し
の
関
わ
り
で
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
笑
っ
た
。
　
　
　
　
　
（
44
歳
）
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